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一部店舗の営業再開と安全対策の強化・実施等についてのお知らせ 

 

 平成 30 年 8 月 2 日に公表した「お詫びと関東全店舗臨時休業のお知らせ」にてお知らせ

いたしましたとおり、当社の運営する「猫カフェ MOCHA 立川店」において、一部の猫が

猫パルボウィルスに感染するという事態が生じたことを受け、当社は、同月 3 日より関東

全店舗を臨時休業とさせていただいておりました。当初は、その公表において、同月 8 日頃

を目途に全猫の検査を行い、安全確認ができたら営業再開の予定であるとお知らせいたし

ましたが、徹底した安全確認を行うため、現在、全猫に対してより厳格な検査を実施してお

ります。そして、この度、横浜店において全猫検査が完了し、全ての猫の健康とお客様の安

全確保の確認ができたため、本日、営業を再開する運びとなりました。今後も、全猫検査が

完了し、全ての猫の健康とお客様の安全確保の確認ができた店舗から、順次、営業を再開し

てまいる予定です。 

以下では、現在実施しております事実調査、安全対策の内容及び各店舗の営業再開の予定

などにつき、お知らせいたします。 

 

【事実調査】 

① 各店舗の安全確認 

当社にとって最も重要なことは、お客様と猫たちの双方にとって安全で快適な空間を提

供することです。当社は、これまでも、猫パルボウィルスの感染対策として、全猫に対して

生後 2 か月から 4 か月の間に 2 回のワクチン接種、それに加えて毎年 1 度のワクチン接種、

毎日の清掃時に消毒液を散布、スタッフの定期的な手指の消毒、ご来店いただいたお客様に

も手指の消毒を行っていただくこと、委託獣医師による 1 店舗につき週 1 回の回診を行っ

ておりましたが、それでも、立川店において一部の猫に感染し、かつ対応の遅れによりお客

様の不安を拡大させてしまうという事態が生じてしまいました。このような事態を受け、当

社は、8 月 2 日、感染が報告されていない他の関東全店舗においても、具体的な危険性は報

告されておりませんが、猫という生命を取り扱う企業の社会的責任を果たすため、科学的根

拠をもって猫の健康とお客様の安全確保を積極的に確認することができるまでは、臨時休

業とすることを決定いたしました。 

当社は、社長である私を中心とし、委託獣医師を加えた安全対策特別室（8 月 2 日の公表

においてはウィルス対策特別室と呼称しましたが、より広く安全確保の機能を持たせるた

め、このように呼称を変更しました。）を設置し、上記決定後、速やかに関東全店舗の全猫

に対してパルボウィルス検査を実施しています。 

具体的には、専門性の高い第三者機関である IDEXX Laboratories（アイデックスラボラ

トリーズ）に依頼し、リアルタイム PCR 検査1を実施しています。PCR とは、ポリメラー

                                                     
1 http://www.idexx.co.jp/smallanimal/reference-laboratories/testmenu/innovative-tests/real-pcr.html 
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ゼ連鎖反応（Polymerase Chain Reaction）の略称で、DNA や RNA の特定の部分を DNA ポ

リメラーゼで増幅し、検出・分析する技術で、分子生物学の研究や感染症、遺伝性疾患、腫

瘍の検査などに広く利用されています。特に、同社が実施するリアルタイム PCR 法は、コ

ンピューターにより自動化された閉鎖系の装置により、PCR 増幅産物をリアルタイムでモ

ニタリングし、解析する技術であり、その信頼性は高いものといわれています。 

 現在は、全ての猫について検体を採取・提出済みであり、今週より、順次、検査結果を得

ることができる見込みです。 

検査の結果、全ての猫について猫パルボウィルスに感染していないという報告を得るこ

とができ、かつ、委託獣医師による最終の確認を経て、全ての猫の健康とお客様の安全確保

の確認ができたと認められる店舗から、順次、営業を再開する予定です。当然のことながら、

再開ありきではなく、科学的根拠もって再開の是非を判断いたします。 

本日からの営業再開の判断をした横浜店の検査結果の詳細につきましては、末尾添付の

第三者機関報告書をご高覧下さい。今後も、営業を再開する店舗ごとに、順次、第三者機関

報告書を公表する予定ですので、ご高覧下さい。 

また、立川店については、特に、安全対策として店舗の徹底洗浄・消毒（後記【安全対策】

(1)②）と全猫の治療・静養（同③）を行っており、営業再開時には、店舗の洗浄・消毒の

完了報告及び猫の健康状態についても詳細に公表します。 

 

② 感染経路 

今回の感染経路についてですが、委託獣医師によると、特定は困難であるとのことです。 

もっとも、考え得る可能性としては、購入時の子猫が既に感染していて猫から猫へ感染し

たケースのほか、人に付着して持ち込まれたウィルスから感染したケースが考えられると

のことです。すなわち、猫パルボウィルスは、空気感染をすることはありませんが、飛沫感

染をすることはあり、人には感染しないものの、人が、猫パルボウィルスに感染した猫の吐

瀉物などで汚れた手を十分に洗浄しないまま、他の猫を抱くなどすると感染してしまうこ

とがあるとのことです。 

 

③ 立川店において二次被害が報告されていないこと 

 8 月 2 日に公表したお知らせにおいて、立川店にご来店いただきましたお客様の飼われて

いる猫が猫パルボウィルスに感染していた場合には、当社に治療費を負担させていただき

たいというお願いをしておりましたが、本日現在、お客様の飼われている猫が猫パルボウィ

ルスに感染したという報告例はございません。 

 

④ 立川店の猫を他店に移動させていないこと 

立川店の猫については、感染した猫はもちろんですが、それ以外の猫についても、他店舗

に移動させたことはございません。 
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【安全対策】 

当社では、今回のようなことが二度と起こらないよう、社長である私を中心とし、委託獣

医師を加えた安全対策特別室を設置いたしました。そして、この安全対策特別室が主体とな

り、臨時特別対策及び通常時の対策強化について、以下のとおり策定・実施しています。 

１ 臨時特別対策 

 今回の立川店での感染を受け、臨時の特別対策として以下を実施しています。 

① 関東全店舗の全猫検査（実施中） 

 冒頭でもお伝えしたとおり、全店の全猫について専門の第三者機関に委嘱してパルボウ

ィルス検査を実施中であり、その結果の詳細につきましては、営業を再開する店舗ごとに、

第三者機関報告書を末尾添付のとおり公表し、今後も、順次公表する予定です。 

 

② 立川店の徹底した洗浄・消毒（実施中） 

感染が発生してしまった立川店について、現在、専門の清掃業者が複数回に渡り徹底洗

浄・消毒を行っています。その状況については、末尾添付の写真をご高覧ください。 

殺菌消毒方法は、次亜塩素酸ナトリウム（塩素）系の消毒薬であるアンテックビルコンを

使用し、施設については噴霧後 30 分以上置いてから水拭きをする方法、小物、パーツ類は

アンテックビルコンをシンクに貯めて 30分以上漬け置いてから流水ですすぎ洗いをする方

法を選択しています。8 月 3 日に猫部屋を、同月 6 日にスタッフルーム、フロア、廊下及び

エントランスを実施いたしました。さらに、今後もう一度、洗浄及び消毒を行う予定です。 

 

③ 立川店の猫の治療・静養（実施中） 

8 月 2 日に公表いたしましたとおり、委託獣医師の診断及び指導の下、少しでも体調に異

変等のみられる猫については病院等で治療を行っているほか、それ以外の全ての猫を、隔離

施設に収容して静養させています。 

 

２ 今後の猫パルボウィルス対策強化 

当社は、今回多くの皆様にご迷惑とご心配をお掛けすることになってしまった大きな原

因の一つは、これまでの当社における猫パルボウィルス対策が、感染予防に重点を置いてお

り、万一感染が生じてしまった場合に影響を最小限に抑えるための対応策が不十分であっ

たことにあると深く反省しております。猫パルボウィルスは、いかに感染予防を徹底しても、

感染を予防しきれない場合があります。今後は、今回の反省及び立川店における感染経路が

上記のようなものであったことも踏まえ、全店舗において、(1)感染予防対策はこれまで以

上の対策を徹底していく一方で、万一感染が生じてしまった場合に備え、(2)早期発見のた

めの対策と(3)感染発覚時の対応策を強化してまいります。詳細は以下のとおりです。 

(1) 感染予防対策の強化 

①  生後 1 年未満の全猫に対し 3 回目ワクチン接種 
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これまでも、全猫に対し、生後 2～4 か月以内に、2 回のワクチンを接種済みですが、今

回の件を受けて更に万全を期するため、生後 1 年未満の全猫に対して 3 回目のワクチン接

種を実施しています。本日現在で対象となる猫の約 8 割が接種済みであり、8 月中には全て

完了する予定です。 

さらに、今後は、World Small Animal Veterinary Association（WSAVA）のガイドライン2に

沿ってワクチン接種を行います。 

 

② 毎年 1 回のワクチン接種 

 これまで実施しておりました成猫に対する毎年 1 回のワクチン接種を、今後も行ってま

いります。 

 

③ 店舗の清掃及び消毒並びにスタッフ及びお客様の消毒 

上記のとおり、考え得るウィルスの感染経路については、購入時の子猫が既に感染してい

て猫から猫へ感染したケース及び人に付着して持ち込まれたウィルスから感染したケース

です。 

このうち、後者の感染経路に対する対策として、店舗の清掃及び消毒並びにスタッフの手

指の消毒について再度マニュアルを作成し、日々の徹底清掃・消毒を行います。 

さらに、ご来店下さるお客様に対しても、消毒を徹底していただくよう、店頭での周知を

強化してまいります。 

 

④ 猫購入時のパルボウィルス検査の実施 

 次に、考え得る感染経路のうちの前者、すなわち購入時の猫が既に感染していたケースに

対策するため、今後は、ブリーダーから子猫を購入した際にパルボウィルス検査を実施いた

します。これまで、当社は、信頼できる優良なブリーダーからのみ子猫を購入していたこと

から、このケースによる感染は考えにくいものと判断しておりましたが、今回の事態を受け、

今後は、このような対策も実施いたします。 

 

(2) 早期発見のための対策の強化 

① 委託獣医師の回診 

これまで実施しておりました委託獣医師による 1 店舗当たり週 1 回のペースでの回診を、

今後も、継続して行います。 

 

② 1 年をかけて無作為抽出法にて全猫に対してパルボウィルス検査を実施 

上記①に加え、全ての猫に対し、ランダムな検査を 1 年をかけて 1 度ずつ行います。同

                                                     
2 https://www.wsava.org/WSAVA/media/PDF_old/WSAVA-vaccination-guidelines-2015-Japanese.pdf 
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じタイミングで行わずに、1 年をかけてランダムに行うのは、その方が、早期発見効果が高

いことによります。 

 

③ チェックシートの運用強化 

これまで、店舗スタッフによる毎日の体調チェックを徹底するためにチェックシートの

運用を強化し、少しでも体調に異変があれば速やかに獣医師に相談し、必要に応じて病院で

受診させる体制を構築していましたが、今後もこのような体制を適切に運用してまいりま

す。 

 

(3）感染発覚時の対応策の強化 

① 即時営業停止するなどの対応 

 今回、感染発覚時の対応を誤ってしまった原因として、社長である私に権限が集中し、現

場で迅速な判断ができないという当社の体制にも問題があったことを認識いたしました。

そのため、猫パルボウィルス感染発覚時やその他重大なトラブル発生時の業務フローを作

成し、感染発覚時は、即時営業停止とすることや速やかに公表することをルール化した上で、

各店舗の店舗責任者に営業停止の判断権限を与えるとともに、広報部門とも連携し、広報部

門は連絡を受け次第速やかに公表を決定できるようにいたしました。 

 

② 緊急連絡網とホットラインの設置 

今回の対応の遅れについては、ひとえに社長である私の判断ミスがあったと深く反省を

いたしております。また、事態の深刻さを認識できていなかった時点における社長である私

の SNS 上での個人的な投稿が不謹慎であるとのご批判を受けたことも真摯に受け止め、反

省をしなければならないものと考えております。これは、立川店スタッフをはじめとする猫

に対する深い愛情を持った優秀なスタッフからの報告を円滑に汲み上げ、経営判断に活か

す体制が整っていなかったことが原因といえます。 

そこで、上記①のとおりルール化及び権限移譲をした上、緊急時の連絡体制（緊急連絡網）

を整備するとともに、平常時の報告・連絡・相談はラインマネジメントが機能しなければな

りませんが、これに加えて、直属の上司や社長である私に言いにくいことがあってもそれを

組織として汲み上げる体制を整備するため、外部の弁護士事務所である OMM 法律事務所

（東京都千代田区）を窓口としたホットラインを設置いたします。 

 

 

【一部報道等について】 

 他方で、SNS において誤った情報を流し、当社及び当社役職員を誹謗中傷する投稿がな

され、そのような SNS 投稿のみを取材源として当社に対する取材もしないまま一方的な報

道を行うテレビ局もあり、そのことが今回の事態に対する皆様のご不安を真実に基づく以
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上に煽ったという側面もございました。当社は、このような無責任な報道及び SNS 投稿に

対しては、東京地方裁判所に名誉信用棄損を理由として訴訟を提起いたします。皆様におか

れましては、誤った情報に基づき過度のご心配をなされないように、お願い申し上げます。 

 

 

【皆様へのメッセージ】 

 今回、多くの皆様にご迷惑、ご心配をお掛けしてしまったことにつき、改めてお詫び申し

上げます。大切な猫たちへの感染を防げず、大切な生命を失ったことは、大変残念な思いで

すが、それに加え、営業を即時停止せず、公表も遅れるなど、感染発覚時の対応を誤ったた

めに影響を拡大させてしまったことについて、改めて深く反省しております。 

このような対応となってしまった以上、安全に対する認識が十分でなかったといわざる

を得ず、安全が最優先である猫カフェを運営する当社として、絶対にあってはならないこと

でした。私は、お客様と猫たちの双方にとって安全で快適な空間を提供したいとの思いで当

社を創業しましたが、それも、当たり前ではありますが安全という大前提があってのことで

あると痛感しております。今回の件を受けて様々な厳しい意見をいただき、私自身、今後に

ついて深く悩み考えましたが、創業当時のこの思いに今一度立ち返り、安全という大前提に

支えられたこの理念を実現して、一人でも多くのお客様を笑顔にすることが私の役割であ

るとの考えに至りました。今後は、何をおいてもお客様や猫たち、そしてスタッフ等関係者

の安全を守ることを、お約束いたします。 

 多くの方にご迷惑とご心配をお掛けしてしまいましたが、本日より営業再開をする横浜

店、そして、今後、営業を再開する各店舗については、確実な安全が確認できていますので、

安心して猫たちに会いにご来店いただければ幸いでございます。どうぞ、これからも、可愛

い猫たちに会いに、猫カフェ MOCHA へご来店いただきますことを、スタッフ一同心より

お待ち申し上げております。 

 

平成 30 年 8 月 14 日 

株式会社ケイアイコーポレーション 

 代表取締役 岩 﨑 康 二    

 

 

 

 【本リリースについてのお問合先】 

 電話 03-6441-2771（担当：永瀬）／e-mail tachikawa_info@k-xp.com 
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【立川店の洗浄・消毒の状況】 
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【横浜店の検査結果】 










